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研究成果の概要（和文）：アスリートのキャリア発達やトランジションに関する研究は世界的に実施されている
が，パラアスリートを対象とした研究成果の蓄積は，いまだ充分ではない．このことから，パラアスリートのキ
ャリア発達やトランジションを検討し，障害に関連する要因とキャリアの関係性を明らかにすることは重要であ
る．本研究では，受障時期を踏まえつつ，アスリートが経験したキャリアのプロセスを検討した．対象者が直面
した課題や，どのようにそれらに対処したのかに焦点を当てながら，KJ法によって質的データを分析した．その
結果，受障時期によって，スポーツの開始や継続において必要とされる支援が多様であることが明らかになっ
た．

研究成果の概要（英文）：Athletes’ career development and transition research is conducted around 
the world, but the majority of studies investigate athletes without disabilities. It is important to
 examine career development and transition among para-athletes, and to clarify the relationship 
between factors related to disabilities and athletic career. The aim of this study was to examine 
the different processes experienced by para-athletes by timing of onset of disabilities. The 
qualitative data were analyzed using the KJ method, focusing on the problems the participants had 
experienced and how they had coped with them. The process required to start and continue a sport 
varied with the timing of onset of disabilities. 

研究分野：アダプテッド・スポーツ科学

キーワード： パラスポーツ　キャリアトランジション　インクルージョン
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では，教育的・社会的インクルージョンの視座に鑑みながら，パラアスリートのスポーツキャリア発達の
全体像を捉えることを目指し，(1) 親の養育態度が障害のある子どもの運動・スポーツに対する態度に及ぼす影
響，(2) わが国における教育 (体育授業) 場面 における課題，(3)「障害」の概念の捉え方に関する国際的な観
点からの逸脱などを成果としてまとめた．これらの一連の成果は，教育的・社会的インクルージョンの国際的な
観点からの逸脱が指摘されているわが国において，共生社会の実現やその成熟の促進に寄与するものであり，社
会的意義は大きい．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
1． 研究開始当初の背景 
一般的に，アスリートはエリートレベルになるほど高い競技成績を求められ，ストレスフル
な状況を経験するだけでなく，自分自身の日常生活との両立において心理・社会的課題と遭遇
しやすい (Stambulova et al., 2012).このような心理・社会的課題は，アスリートのスポー
ツキャリアの発達を妨げる危機や停滞につながることもある (Wylleman & Reints, 2010)． 
従来のスポーツキャリア研究では，障害のないアスリートを対象に，ジュニア期からシニア
期へのキャリア移行に伴う心理・社会的課題，競技引退と引退後の生活への適応，および競技
を通したライフスキル発達に関する知見が多くみられる (Ryba et al., 2015)．しかしなが
ら，パラアスリートに関する研究は未発達であり (Macdougall et al., 2015)，競技参加から
引退後のセカンドキャリアまでを含めて，エビデンスの蓄積が急務である． 
Stambulova (2009) は，スポーツシステムや文化的要素は，スポーツキャリア研究において
重要な要素であると述べている．たとえば，教育的・社会的インクルージョンの成熟度は，障
害者のスポーツ環境や教育・職業的環境に関連する重要な要素となり得る．この教育的・社会
的インクルージョンの国際的な観点では，「障害」は社会との相互作用を通して構築されると
捉えるが，わが国においては「障害」を個人の問題とみなす傾向にあり，国際的な観点からの
逸脱が指摘されている (原田, 2016)．教育的・社会的インクルージョンの文化的要素に鑑み
ながら，パラアスリートのスポーツキャリア発達の全体像を捉えることは，パラアスリートへ
の支援方略の構築のみならず，わが国の文化的要素の成熟への寄与も期待できる．  
 
２．研究の目的 
上記を踏まえ，本研究では，教育的・社会的インクルージョンの観点に基づくわが国の文化的
要素を含めて，包括的にパラアスリートの抱える心理・社会的課題を検討し，その支援のあり方
を提示することを目的とした． 
 
３．研究の方法 
 エリートパラアスリートを対象に，インタビュー調査を実施した.事前に，所属する大学の倫
理委員会による審査を受け，承認を得てから実施された．対象者のサンプリングに際しては，① 
パラリンピックもしくは世界選手権への出場経験があること，② 自身のスポーツキャリアを通
して得た経験について，語る意志があることの条件を満たす対象者を抽出する合目的的サンプ
リングを用いた．ただし，1名のみスノーボールサンプリングにより抽出された． 
 調査は，半構造化インタビューによって実施された．IC レコーダに録音されたインタビュー
データから，逐語録を作成した．インタビューは，スポーツキャリア全体を通して経験した心理・
社会的課題に関する 15個のインタビューガイドに基づいて実施された．得られた質的データは，
KJ 法を用いて分析を行った．なお，信用性の担保は，Roller & Larvakas (2015, 2018) の Total 
Quality Framework (TQF) に準拠した． 
 
４．研究成果 
 本研究では，競技開始から競技引退までを含むスポーツキャリア全体に対して，パラアスリー
トの経験や考えに関するインタビュー調査を実施したが，ここでは主に，競技開始期に焦点を絞
って成果をまとめることとする．その理由は，パラアスリートは受障時期によってその競技開始
に至る過程はさまざまであり，対象者に非常に特化した意義ある成果を得ることができたため
である． 
(1) 先天性障害および幼少期に受障したアスリートにおける心理・社会的課題 
 数名の対象者が，障害のある子どもたちに対して，スポーツキャリア発達の初期段階で，能力
への気づきを深める機会の提供が重要であると述べた．また，子どもの能力に焦点を当てるだけ
でなく，障害を子どもたちの特性の一つとして認識している親の存在は，子どもたちの運動・ス
ポーツに対する態度にポジティブな影響を及ぼすことが明らかになった．このような親の影響
を受けた子どもたちは，スポーツに熱心に取り組み，継続する傾向にあった．一方，子どもたち
の障害に焦点を当て，子どもを家の中で過ごさせる傾向のある親は，子どもたちの身体活動に対
する態度にネガティブな影響を及ぼしていた． 
 体験会などによってスポーツに参加する機会は，身体活動やスポーツに対してネガティブな
感情を抱いている子どもたちに，成功体験を積む機会となることが示唆された．子どもたちは，
身体的なスキルの可能性に気づき，結果として，楽しさやポジティブな心理的効果を実感するこ
とにつながっていた．この経験が，子どもたちのスポーツ継続に関連していた． 
 また，数名の対象者は，実施可能なスポーツに関する知識の欠如や，必要な環境や用具を整え
るための支援不足，および学校の教員の理解不足などを懸念していた．これらのネガティブな要
因は，子どもたちのスポーツ継続を妨げる可能性が示唆された． 
 さらに，1名のアスリートは，障害のある青少年に対して，スポーツを通して自信を高めるよ
うな支援をすることは，差別に対して立ち向かうことにもつながると述べた．これは，スポーツ
を開始することの価値の一つといえよう． 



 
(2) 中途身体障害を受障したアスリートにおける心理・社会的課題 
 事故や病気などに伴う中途身体障害は，身体的な機能や能力の喪失をもたらすものである 
(Uchida & Hashimoto, 2017). 中途身体障害を受障した対象者は，競技開始前は，希死念慮，悲
嘆，自己否定，および喪失感を抱いていたと述べた．中途身体障害を負うことにより，自分自身
の能力 (ability)ではなく，障害 (disability) に焦点を当てるようになり，自身が置かれて
いる状況の受容が困難になることが明らかになった． 
 数名の対象者は，競技の開始に際し，重要な役割を果たした人々の存在に言及した．また，テ
レビや雑誌などからパラスポーツに関する情報を収集したことで，競技開始に至った対象者も
存在した．特に，エリートレベルのパラアスリートの成功体験を目の当たりにし，身体能力の可
能性に気づくきっかけとなっていた． 
 そして，競技開始後には，中途身体障害のある者にとって，パラスポーツは重要な意味を持つ
ようになる．なぜなら，パラスポーツが，彼らの日常や人生に，新たな意味をもたらすからであ
る．数名の対象者が，パラスポーツは，挑戦する気持ち，楽しさ，生きようとする熱意，および
目標や夢を提供するものであると語った．加えて，受障後に揺らいだ自己概念の再構築，より幅
広い視野，そして社会的な居場所がある感覚をもたらす役割を担っていることが示唆された． 
 しかしながら，中途身体障害のあるアスリートにおいては，いくつかの特有な課題が認められ
た．例えば，受障前にスポーツキャリアをすでに形成している場合，パラスポーツのレベルを低
く評価する傾向にあり，パラスポーツに対する適切な認識の形成を妨げることがあることも示
された． 
 
(3) 考察および今後の展望 
 ここでは特に，受障時期というパラスポーツ特有の要因や，わが国における教育的・社会的イ
ンクルージョンの状況などを踏まえながら，考察していくこととする． 
 まず，幼少期に競技を開始する際には，親の障害に対する態度が，スポーツや身体活動に対す
る子どもたちの態度における重要な要因となることが明らかになった．特に，子どもたちの障害
に焦点を当て，子どもを家の中で過ごさせる傾向のある親は，子どもたちのスポーツや身体活動
に対する態度にネガティブな影響を及ぼすことが明らかになった．原田 (2016) は，国際的な観
点では，「障害」は社会との相互作用を通して構築されると捉えるが，わが国においては「障害」
を個人の問題とみなす傾向にあり，国際的な観点からの逸脱を指摘している．社会モデルにおけ
る障害の概念を見ると，「障害とは，社会的に構築された現象」と端的にまとめられている 
(Retief & Lets ǒsa, 2018).しかし， わが国においては，偏見や差別，スティグマが今なお残
っており，社会モデルに依拠する障害の概念が社会に十分に浸透していない (原田, 2016)．こ
のような要因が，親が障害をネガティブに捉えることを引き起こす可能性がある．わが国は，真
の社会参加に向けて，様々な形の差別や排除，バリアを取り除くための一歩を踏み出してはいる 
(Ree, 2015)．しかしながら，本研究の成果から，障害のある子どもの親を勇気づけるような社
会的インクルージョンの更なる強化が，今なお必要であると言えよう． 
 また，本研究の結果から，スポーツや身体活動に対してネガティブな態度を有する子どもたち
のスポーツ開始やその継続においては，他のアスリートやコーチからの言語的説得，エリートレ
ベルのアスリートのロールモデルとしての活用，ささやかな成功体験や身体的側面の変化への
気づきの向上などのように，スポーツを行う環境づくりが重要となることが明らかになった．一
方，わが国においては，障害のある子どもたちがスポーツに参加するために，十分な機会や用具
の整備がいまだ不十分である．これらの要因は，障害のある子どもたちがスポーツを開始・継続
することを妨げるものであり，障害のある子どもたちのための環境づくりは喫緊の課題であろ
う． 
加えて，Válková (2017) は，初期の内発的動機づけに基づく行動の発達は，将来的なスポー
ツの継続にポジティブな影響力を持つことを示している．また，体育授業において，障害のある
生徒が満足な経験を得ることを保証するために，教員に対する適切なトレーニングの必要性も
指摘されている (Sato, Hodge, Murata & Maeda, 2007)．これらのことを踏まえれば，障害の
ある子どもたちがスポーツに参加・継続するために，体育授業の環境づくりも必要であろう． 
 中途で障害を負ったアスリートにおいては，受障体験によって，生活や社会的地位の急激な変
化を経験している．先行研究において，中途身体障害者は，ネガティブな身体的・社会的自己知
覚の形成，身体的不満足感の増加，および障害への焦点化など，多くの心理・社会的な課題に直
面することが示されてきた (Blinde & McClung, 1997; Sherrill, 1997; Uchida & Hashimoto, 
2017). 一方，本研究の成果では，パラアスリートの人生において，パラスポーツが重要な意味
を持つことが明らかになった．パラスポーツの開始は，スポーツキャリアの開始という意味だけ
ではなく，喪失後の人生を再構築し，新しい世界観を形成することの開始でもある．パラスポー
ツは，自己変容のプロセスにおいて意義を持つものであり，スポーツを通して自己概念の再構築
を促す支援が必要であろう． 
 ただし，受障前にスポーツキャリアを有する場合，パラスポーツのレベルを低く評価する傾向
にあり，パラスポーツに対する適切な認識の形成を妨げる可能性があることに留意する必要が
あるだろう．内田 (2017) は，わが国においては，障害者と健常者を二元論的に捉えたり，障害
者は身体的な能力が低いと考える傾向にあると指摘している．つまり，パラアスリートであって



も，自身が障害を負う前は，同様の信念を有していた可能性がある．このことから，教育的・社
会的インクルージョンの国際的な観点に基づいて，障害とは何かを理解するための教育プログ
ラムの確立が，わが国において必要であろう． 
 最後に，今後の展望として，競技引退後に重要な役割を担う可能性のあるデュアル・キャリア
の発達の支援について述べる．エリートレベルの競技環境に身を投じている熟練期において，教
育的・職業的トレーニングを受ける機会を充実させることは困難を伴う．しかし，スポーツキャ
リアはアスリートの人生における一期間でしかなく，競技引退後もアスリートの人生は続いて
いく．わが国においては，オリンピック代表などのような障害のないアスリートに対しては，デ
ュアル・キャリア形成のためのプログラムが提供されてきた (Ito & Ogasawara, 2018)が，パラ
アスリートに対しては支援がなされていない現状にある．よって，パラアスリートが競技引退後
の人生を充実したものにするために必要なスキルや資格を獲得するために，適切なデュアルキ
ャリアの形成を促進する支援の検討が，今後望まれる． 
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